September 8, 2009 
Hiroshi Kumaki「『本質』をめぐって～前編・『本質』ということば」
（Hiroshiさんトークのボイスを、Almondが書記でテキストにしています）

参加者26名：Nekozizi Starsider, Nada Altney, Yumix Writer, Yan Lauria, Caz Quar, Naoyuki Metal, Minn Loon, leila Roxley, Eneche hamaski, Kichiko Viper, Gerta Zabelin, Ron Lyle, Monyo Kanara, Hose Pera, Haruka McMahon, electrolab Kayo, kichimaru Haystack, Tomo Whitfield, JG Rodenberger, Kurokuro3rd Giha,

Anya Heberle, Monyo Kararan, Hhiroshi Kumaki, Marube Oh, Panda Kidd, Almond Andel
panda Kidd: 本日のキラカフェ、はじめさせていただきます

Tomo Whitfield: ぱちぱちぱちぱち～

panda Kidd: 今日は、「本質」ということについて

yumix Writer: ぱちぱちぱちぱちぱちぃ～♪（*^_^*）

panda Kidd: Hiroshi　Kumakiさんに、お話を伺います

panda Kidd: これは、全２回を予定しておりますので、ぜひ、今回と来月の二回目にも

panda Kidd: ご参加いただければと思います

panda Kidd: それでは、Hiroshiさんよろしくお願いいたします

Hiroshi Kumaki: はい。

Hiroshi Kumaki: それでは

Hiroshi Kumaki: ボイスで行きますので

Hiroshi Kumaki: よろしくお願いします。

Hose Pera: おｋ

panda Kidd: はい

Haruka McMahon: はい、きこえます

Almond Andel: Hiroshiです

kichimaru Haystack: おけー

Almond Andel: 聞こえますね。お話をはじめます。

Almond Andel: この経緯をまず。
Almond Andel: 以前のフリートークのとき、本質っていったいなんだとpandaさんからあって

Almond Andel: それで、お話することになりました

Almond Andel: 井筒俊彦さんの「意識と本質」を

Almond Andel: 紹介して、

Almond Andel: それで

Almond Andel: これをきっかけに、

Almond Andel: 本質のお話をすることになりました

Almond Andel: 本質は、仏教、日本語、イスラム語
Almond Andel: 西洋でも、使われるコンセプトです

Almond Andel: で、まず、言葉の整理なんですが、

Haruka McMahon: http://www.amazon.co.jp/dp/4003318528 ですね＜意識と本質

Almond Andel: 日本語なのに、実体は欧米語、です

Almond Andel: 日本語の中には、明治維新のときに文化、概念、といった言葉が

Almond Andel: ヨーロッパから入ってきて

Almond Andel: 整理するのに大変だった
Haruka McMahon: はい

electrolab Kayo: こんばんわ〜☆
Almond Andel: 造語におわれた

Almond Andel: 事実と真実、ということばがそうです

Haruka McMahon: ふむふむ

genta Zabelin: えれちゃん　ばんわん

Almond Andel: 事実は明治時代に、真実は平安時代からあった

Almond Andel: というわけで、ちゃんとした意味を知らずに

Almond Andel: 外来語を使っている

Almond Andel: 使いこなせていない

Almond Andel: で、なかなか議論が進まない、ということがある

Almond Andel: で、事実と真実をもう一度取り上げてみます

Almond Andel: まず、事実

Almond Andel: 英語では、FACTです

Almond Andel: 英語のfactは、ラテン語のfactumです

Almond Andel: これは、facareの過去分詞

Almond Andel: doとmake、作る、する、をいっしょにしたような言葉です

Almond Andel: おきたこと、経験したこと、すべてを含みます＞事実

Almond Andel: では、真実は？

Almond Andel: 英語では、Truthといいます

Almond Andel: ほんとう、という意味の名詞

Almond Andel: 語源がTREE、木なんです

Almond Andel: 硬い、というような意味になる

Almond Andel: 硬くて、まっすぐ立っていて、ゆるがない

Almond Andel: ただ、哲学、科学、思想分野で真実というとき

Almond Andel: アレテイヤというギリシャ語の意味で使われます

panda Kidd: レテ川

Almond Andel: レテとは、忘却の川（死ぬときにわたる川）

Almond Andel: 忘れる、隠す

Almond Andel: で、見えないところから、見えるようになる、隠されているものの中から

Almond Andel: たちあらわれる

Almond Andel: それが、真実という意味になります

Almond Andel: 事実も真実も、ほんとう、という意味ですが

Almond Andel: 深さがちょっと違う

Almond Andel: 同じ事実にも複数の真実があったり

Almond Andel: ひとつの真実に、いくつもの事実が付随することがあるかもしれません。
Almond Andel: というわけで、わたしたちは外来語をよくわからないで

Almond Andel: 使っているということがよくあります

Almond Andel: 「本質」ということばも、

Almond Andel: そのひとつです

Almond Andel: 本質、という日本語はもともと仏教語です

Almond Andel: よく理解しようとすると、難解です。

Almond Andel: 正確な意味は、わたしもわかりません

Almond Andel: 井筒さんの解釈を援用します

Almond Andel: わたしたちが日常使っている本質、とも違います

Almond Andel: もともとは、エッセンスという
Almond Andel: ラテン語です

Almond Andel: エセンティエ
Almond Andel: といいます。

Almond Andel: これからのお話は、このエセンティアの話です

Ron Lyle: ことばの遊びですね、さようならw

Ron's translator: It is a play of words, bye w

Almond Andel: エセンティエでした

Almond Andel: もともとは、エッセという動詞からきています

Almond Andel: エッセというのは、フランス語のetre、スペイン語のser、英語のbe

Almond Andel: これに近いものがあります

Almond Andel: 「もとの形」という意味です。エッセは

Almond Andel: 原形。

kichiko Viper: 本質主義を考えることは、構成主義やしいては歴史修正主義（南京大虐殺やホロコーストはなかった）ということも考えることになるので、言葉遊びではないと思うが。

Almond Andel: ラテン語でやると難しいので、みなさんになじみぶかい

Almond Andel: 英語のbeを

Almond Andel: 中心に話してみたいと思います

Almond Andel: This is a pen

Almond Andel: などというふうに、be動詞つかいますね。

Almond Andel: この、beは、です、という述語ではなくて

Almond Andel: 「それがあるものであり続ける」という意味です

Almond Andel: ずーとその状態である

kichiko Viper: プラトンのイデア論かな

Almond Andel: 花が花があることを続けるなにか

Almond Andel: ある、という意味もあります。＞beには

Almond Andel: だから、そのまま存在論、などにつかわれたり、

Almond Andel: ペンです、という使いかたもするので

Almond Andel: 認識論としてつかわれたり

Almond Andel: ペンとして見えている、ということで

Almond Andel: 現象学の対象にもなります。

Almond Andel: というわけで、このbeというのは、

kichiko Viper: フッサール読んでないけど、花が花として成立するには、花＝花の現象　シニフィアン/シニフィエがくっつかないといけない。

Almond Andel: とても奥が深い、複雑な意味合いをもっています

Almond Andel: 実際につかわれている例

Almond Andel: 出エジプト記で
Almond Andel: モーゼが神に出会う

Almond Andel: その神のことを

Almond Andel: みなにつたえなければならない

Almond Andel: で、神に尋ねると

Almond Andel: I am that I am

Almond Andel: と言えといわれた

Almond Andel: わたしはここにあるものである、と

Almond Andel: わたしは、過去にも今にも未来にも

Almond Andel: かわらず、ここにあるものである、と

Almond Andel: デカルトに行きます。

Almond Andel: 我、思う、ゆえに我あり、ということばがあります

Almond Andel: これも、Cogitoが考える、ということ

Almond Andel: 考えるからこそ、わたしは、わたし

Almond Andel: 自身でありつづけられる

Almond Andel: わたしらしくありつづけられる。

Almond Andel: そういうことになります。
Almond Andel: シェイクスピアのハムレット独白

Almond Andel: 生きるべきか、死ぬべきか

Almond Andel: そういう訳を小田島さんが

Almond Andel: このままでいいのか、いけないのか

Almond Andel: と訳されましたが

Almond Andel: 小田島さんが、beのありかたをよくあらわしている

Almond Andel: beということばは、もっと永続性をもった言葉です

Almond Andel: Beということば、たとえば、

Haruka McMahon: おおお

Almond Andel: お、ペンが出てきました

panda Kidd: おぉ、アバターがペンもっているんですね

Almond Andel: This is a pen　です

Almond Andel: これ、ご存知のかた、いらっしゃいますか？

panda Kidd: あーーーｗ

Almond Andel: 三菱えんぴつでくばっていた

Almond Andel: 乗り物なんです

Haruka McMahon: ｗｗｗ

Almond Andel: 飛ぶんだそうです
Nada Altney: ｗ

electrolab Kayo: ｗｗ

Almond Andel: では、これは、This is a penなのか？

Almond Andel: 乗り物なのか、ペンなのか、

Almond Andel: このものの本質はいったいなにか

Almond Andel: 次いきます

kichiko Viper: マグリッドか

Tomo Whitfield: This is a vehicle that has the shape of the pen. って感じ？

kichimaru Haystack: はい

Hose Pera: パイプ

kichiko Viper: フーコーなどもよく分析している（これはパイプではない）とな

Tomo Whitfield: グレー

Almond Andel: はい。これは、マグリッドという画家のパイプの絵です

Tomo Whitfield: グレー一色

Almond Andel: 仏語で、これはパイプではない、と書いてあります

Almond Andel: おち→ただの絵だよ、パイプじゃないよ
Almond Andel: あるものが、実際はなにか、本質はなにか

Almond Andel: これは難しい問題です

kichiko Viper: パイプに見えるんだけど、パイプに似ている絵が書いてあるっつうことで我々はパイプと誤認（あるいは認識）するような認識装置が人間にはあるっつうことですね

Almond Andel: これは、なにか、パイプか、絵か、紙か

Tomo Whitfield: プリムかｗ

electrolab Kayo: めちゃ、ふかい…＞＜

electrolab Kayo: ｗｗ

Nada Altney: ＾＾

Tomo Whitfield: 見えたｗ

JG Rodenberger: パイプを意味したいんだな、という社会的なお約束では？

Almond Andel: 実は、あるものが何かというのは、

Almond Andel: 誤認というより、われわれが、意識する、認識する、そういう経験でなりたっている。

Almond Andel: お約束というより、われわれが自然にあるものをどう捉えるか、

panda Kidd: 意味づけをするということですかね

Almond Andel: それがおもしろいというか、やっかいでもあるのですが

Almond Andel: あるものが何かであるということは

Almond Andel: あるほかのものと区別して、

Almond Andel: 切り離して

Almond Andel: 意味づけする

Almond Andel: こういうグループのものだよ、と言い切って、
Almond Andel: 切り離し作業をする

Almond Andel: たとえば、

Almond Andel: ペンと、パイプ、

Almond Andel: 言葉にすると、そのものを切り離して、

Tomo Whitfield: ペンとパイプは、違うものだけど、どっちも壊れたら、「燃えないゴミ」っていう同じものになるよねｗ

Almond Andel: 線引きしていってしまう

Haruka McMahon: なるほどー

Tomo Whitfield: 継続性がないというか

Almond Andel: 意識が、これはなになにである、というふうに

Almond Andel: 捉えています
kichiko Viper: あれだよ。言語は勝手に人間が都合のいいように世界に名付けたってみんな考えてるけど、実は言葉が世界をつくってるんだぜって話だな

Almond Andel: 井筒さんの本のはじめに、サルトル「嘔吐」

Almond Andel: という小説を引用されてるんですが

kichiko Viper: 科学ばっかりやってる実在主義の人には、わからないんだろうよ。言葉は道具説なんだから。最初から

Almond Andel: そこに、西洋的なものの捉え方の典型があらわれていて

Almond Andel: 木と対面するんです

Almond Andel: ただ、木と対面する

kichiko Viper: 認識できないね。

Almond Andel: 世界を整理しないで、ことばできりわけないで

kichiko Viper: そそ

Almond Andel: 世界そのものにわっと

Almond Andel: 出会ってしまう。

kichiko Viper: わかります。言葉が無いと世界がそもそも今のようには認識できない

Almond Andel: その混沌に圧倒されて、はいてしまう（嘔吐）
Almond Andel: このへんのことは、来週、また、くわしく

Almond Andel: お話します

Almond Andel: というわけで、This is a pen というのは、これくらい深い意味があります

Almond Andel: 次に、余談、いきます

Almond Andel: 英語の教科書に文句

Almond Andel: beは、日本語にできない

Almond Andel: それから、英語の現在形、というのをならっていますが

Almond Andel: それは、実は現在形ではない！

Almond Andel: 現在形というのは、現在進行形です

Nada Altney: ほー

Almond Andel: 現在、話をするときは、だいたい、でも、過去形で話すことが多い

Almond Andel: This is a pen

Almond Andel: というのは、とても難しい、特殊な表現なので、

Almond Andel: これから、まず、学びはじめるのは

Almond Andel: まずいんじゃないか

Almond Andel: 解体新書

Almond Andel: を翻訳するとき、

Almond Andel: あれは何か、これは何か、という

Almond Andel: ヨーロッパの言葉を（事物）を、勉強した

Almond Andel: それで、This is a penが最初にきてしまったのではないか

Almond Andel: と思っています

Almond Andel: 横浜の港で

Almond Andel: イギリスから来た荷物が降ろされて

Almond Andel: 中に入っているものをガードするために

Almond Andel: なにかきらきらしたものに包まれとどいた

Almond Andel: 日本人がびっくりして

Almond Andel: あれはなんだ？ときいたら

Almond Andel: 水兵があれは、blickだとこたえた

panda Kidd: ほーｗ

Almond Andel: 水兵は、中身のレンガをこたえたんですが

Nada Altney: ＾＾

Almond Andel: 日本人は、そとのきらきらしたものを聞いた

Almond Andel: で、そのきらきらしたものが
Almond Andel: ブリキ（実はレンガ）とよばれるようになった

Almond Andel: というオチです

electrolab Kayo: ｗｗ

Almond Andel: では、Esseが何で問題なるのか

Almond Andel: なぜ、山を山と

Almond Andel: 花を花と

Almond Andel: 認識できるのか

Almond Andel: 山にはいろいろある

Almond Andel: 花にもいろいろある

kichiko Viper: いまさらプラトニズムは微妙・・・ｗｗ

Almond Andel: で、あれは、山の中に、花の中に、

Almond Andel: 山や花の本質があって

Almond Andel: それで、

kichiko Viper: うん

Almond Andel: 花、山とわかるんじゃないか

Almond Andel: もうひとつの考え方は、

Almond Andel: そのものの中に本質があるのではない

Almond Andel: われわれの意識がそう捉えているのである、という考え方

Almond Andel: そういえば、日本人と、アメリカ人の捉える山は違うし

Almond Andel: 谷だったり

Almond Andel: アメリカ人が谷と思っていても、

Almond Andel: 日本人のわたしたちには

Almond Andel: 平地にしかみえなかったり

kichiko Viper: 分かりやすいのは、虹だよ。　日本では７色、英語圏内では５色　これ如何に？というネタがわかりやすい

Almond Andel: そう、意識されている、ということが

kichiko Viper: うん

Nada Altney: ほー

Tomo Whitfield: 渋谷って、けっこう広いと思うけどなｗ

panda Kidd: あるあるｗ

Almond Andel: 山を山、谷と谷、花を花としている

Almond Andel: 意識という話ですが

Almond Andel: 脳の機能とも関係しているのかな

Almond Andel: という気もしています

Almond Andel: 人間って、内臓を中心に

Almond Andel: 働いているので、

Almond Andel: 脳はセンサーで、内臓と外、宇宙と交信している

Almond Andel: それだから、脳の機能として、

kichiko Viper: 素朴に言語ゲーム論ではないと。

Almond Andel: 山、花、谷、という整理がされるのではないか

Haruka McMahon: ふむふむー

Almond Andel: 結局、意識という問題にかかわってくると思います
electrolab Kayo: なるる…

Almond Andel: さっきのサルトルのように、

Almond Andel: 事実というのは、起こることすべて、事象のすべて
Almond Andel: が、脳というのは、

Almond Andel: 起こっていることすべてを

Almond Andel: 受け入れることができない

Almond Andel: 情報過多

Almond Andel: で、整理の必要がある

Almond Andel: 分類の必要がある

kichiko Viper: うんうん。ポイントだね。脳ってのは言語を通じてしか事実を認識できない。でも言語には文化によって認識の歪みがありますよー。だから言語を考えましょう～　みたいな

Almond Andel: それで、本質をみる。

Almond Andel: それがペンである、というふうに

Almond Andel: かたちづける

Almond Andel: 言語のうしろにある、意識、ですね。

Almond Andel: われわれは

Almond Andel: 起こる事実を

Almond Andel: 整理して

Almond Andel: 理解したい

Almond Andel: その背後にある

Almond Andel: のは

Almond Andel: 自分は、わかりたい

Almond Andel: 理解したい、予測したい

Almond Andel: そういう意味では、最初の神のことば

Almond Andel: わたしは、わたしがあるところのものである

Almond Andel: これが、

Almond Andel: 自分はどうありつづけるのか

Almond Andel: という、

Almond Andel: わたしたちひとりひとりの

Almond Andel: 問題になってくるんでしょうね
Almond Andel: だからこそ、

Almond Andel: わたしたちも、

Almond Andel: 本質、ということが気になるし

Almond Andel: さっきの、

Almond Andel: 本質はただの意識の産物です
Almond Andel: という捉え方では

Almond Andel: すこし軽すぎるような気がします

Almond Andel: というわけで

Almond Andel: 本質はエッセ、ある、あるところのものである

Almond Andel: ということで

Almond Andel: 次回は、西洋、東洋、中近東でのこの本質をいうことの捉え方の違い

Almond Andel: が、歴史的に

Almond Andel: どう影響してきたかをみてみたいと思います

kichiko Viper: おつ！

Tomo Whitfield: ぱちぱちぱちぱち～

marube Oh: ぱちぱち

kichimaru Haystack: 888888

panda Kidd: ありがとうございました！

Nada Altney: ８８８８８

Hose Pera: ８８８

Haruka McMahon: ぱちぱちぱちぱち

ikuko Spinotti: ぱちぱち

Kurokuro3rd Giha: (*ﾟ▽ﾟﾉﾉﾞ☆ﾊﾟﾁﾊﾟﾁ

Yan Lauria: ぱちぱちぱち

electrolab Kayo: ぱちぱちぱち〜☆
Nada Altney: ありがとうございました

Naoyuki Mertel: ぱちぱちぱちぱちぱち

leila Roxley: ８８８８８８８８８８８８

Yan Lauria: ごくろうさま

caz Quar: ありがとうございました。

yumix Writer: ぱちぱちぱちぱちぱちぃ～♪（*^_^*）

Minn Loon: ぱちぱちぱち＾＾ぱちぱちぱち＾＾ぱちぱちぱち＾＾

yumix Writer: すごーい

electrolab Kayo: おつかれさまでした〜
leila Roxley: 勉強になりますー

Almond Andel: （たいへんでしたー）

[Q&A]

panda Kidd: ありがとうございました、少し時間がありますので、お話についての質疑応答など、お時間とってもいいでしょうか？

Nada Altney: お疲れ様でしたAlmandさん

Yan Lauria: おつかれー

yumix Writer: 私事ですみません。次の予定もあるので・・・・

kichiko Viper: うん勉強になった（というか復習になった）

Almond Andel: 抜けてしまったかもしれません

yumix Writer: せっかく皆様がお集まりのところの素晴らしい講演の中で、青い若造が生意気なことを言って邪魔してお叱りを受けるかも知れませんが、私の幼稚な意見を述べさせていただけるお時間を１分だけ頂戴できませんでしょうか？

kichiko Viper: 私もあとで質問したいです。

panda Kidd: どうぞー、ゆみさん、じゃぁ最初にどうぞ

yumix Writer: ありがとうございます♪（*^_^*）

yumix Writer: 私自身は、難しいことはわかりませんが・・・(^^ゞ

yumix Writer: 今日のお話を伺ったイメージとしては、恐らく世界の誰も地球の中心にある「地球核」を見たことが無い。

そんなところを想像しました。

yumix Writer: 今日

yumix Writer: だからこそ地表からさまざまな切り口で、「地球核」を知りたいし迫りたいと努力している人間の今の姿がある。

yumix Writer: しかしそれは、今自分が見えているだけの○万メートル掘ったという測量できた事実が「本質」だと思っているんでしょうね。

yumix Writer: そんな気がしました。

yumix Writer: 見えないものを「今の見えているもの」で「定義づけ」ようとするから、一見「複雑」に見えるのかもしれません。

yumix Writer: ただそこには、「掘り下げ切れていない」今の（人間あるいは自分の）実力が「複雑さ」として片付けなければならないような気がしています。

yumix Writer: 地表は人間にとって、まだまだ広いです。

Anya Heberle: x xx xxxx :)

yumix Writer: なので地表のあちこちから掘り下げようと「いろんな切り口で掘り下げ」ようとしても、今の時点で本質を結論づけた論文にするには、まだまだ地表の表皮を少しだけ掘り下げた「今見えている状態」に過ぎない気がしました。

Nada Altney: はい

yumix Writer: 簡単に「見えている部分だけ」で結論づけずに、「追いかけていく姿勢」こそ人間の生き方の本質なのかも知れないと思ったゆみでした。

Hiroshi Kumaki: そうですね

yumix Writer: それは・・・

yumix Writer: 地表にいる私たちが国や宗教・政治・文化を乗り越えて「分かり合おう」とする努力にも似ているとさえ思いました。

yumix Writer: また、その「努力」をし続けることこそ、人間の「本質」ではないかなぁ～と、勝手に解釈しました。ｗ

Almond Andel: （質問は、テキストでお願いできますか？）

yumix Writer: 今日は、とっても勉強になりました。

ひろしさん、ありがとうございました。

Hiroshi Kumaki: いえいえ

yumix Writer: そしてずっと要約筆記をしてくださったAlmondさんには、心より感謝申し上げたいと思います。

お話が、くっきりと伝わりました！＞＜

kichiko Viper: じゃあ、質問はテキストなので、いじわるな質問を二つほどｗｗｗｗ

Hiroshi Kumaki: 見えないものにこそ大事なことがあると思います。

yumix Writer: キラカフェで「ＳＬのノーマライゼーション」という事実を体験できたのは、私にとっては喜びですし助かったというのは「真実」だと思います。

electrolab Kayo: （その考えかたに、共感します＾＾

Almond Andel: （つたない書記でした）（訓練します）

Hiroshi Kumaki: 今おっしゃったように

Hose Pera: キーボードのおと

yumix Writer: その「本質」は、きっと「思いやり」なんだと信じていきたいです。ｗ

Hiroshi Kumaki: それを追い求めること、わかろうとすることが

yumix Writer: 本当にありがとうございました。

Hose Pera: 消してください

panda Kidd: すいません、かなり雑音が入るので、ボイチャを切っていただけますか＞Kichikoさん

yumix Writer: 以上です。

Hiroshi Kumaki: 人間をいい方向に導いてくれるのではないかと考えます。

Hiroshi Kumaki: はい。

Hiroshi Kumaki: ありがとうございます。

panda Kidd: ありがとうございました

panda Kidd: それでは、続いてKichikoさん、ご質問いただけますか

Hiroshi Kumaki: では

Hiroshi Kumaki: 次の方は。。。

kichiko Viper: 一つ目は、アンドロイド系の話で、意識みたいなものが言語の下にあるっていったけどたとえば、人間そっくりのアンドロイドがあわれたときそれって、人間なのか機械なのか、どう解釈するんだろうって話とー

kichiko Viper: 二つ目は、言葉によって見ている現実が違うっていう話はわりとしっくりくるんだけおｄ

yumix Writer: （ごめんなさい。時間なので、移動しますね。ありがとうございました。）

Hiroshi Kumaki: はーい

kichiko Viper: じゃあ、なんで日本語で、本質的なゆみさんてきにいうなら（誰にとっても見えない部分）に接近可能なのかな？と

Minn Loon: おつかれさま＾＾

Hiroshi Kumaki: ありがとうとざいましたー

leila Roxley: お疲れさまでした＾＾

kichiko Viper: その二つですー

Hiroshi Kumaki: またでーす

Nada Altney: おつかれさまでした

Tomo Whitfield: またです～

kichiko Viper: またですー

kichimaru Haystack: またー

electrolab Kayo: おつかれさまでした〜
kichiko Viper: お答よろしくー

Almond Andel: おつかれさまでした

nekozizii Starsider: 時間なので落ちます

Haruka McMahon: おつかれさまー

Hiroshi Kumaki: ボイスで行きますね。

Almond Andel: 次回も10月6日

caz Quar: お疲れ様でした。

Almond Andel: よろしく

Almond Andel: アンドロイドの話は、解釈の話ではないのではないか

Almond Andel: ｗ

Tomo Whitfield: 解釈じゃなくて認識？

Almond Andel: まだ、いらっしゃるかな、と思って

electrolab Kayo: ｗｗ

Tomo Whitfield: アンドロイドの問題については、もっと難しいこともあるよね。

panda Kidd: 電気羊とかですね

kichiko Viper: ブレードランナーのレプリカントとかは、ロボットらしいのでわかったけど、すごく技術が成熟して

kichiko Viper: 区分け不可能な時代が来ると思う

Minn Loon: ちと移動します＾＾今日は面白いお話ありがとうございました＾＾

kichiko Viper: 少なくとも可能性としてはある。

Haruka McMahon: おつかれさまでしたー

Minn Loon: しつれいしますー＾＾

electrolab Kayo: おつかれさまでした〜
kichiko Viper: その時、人間の本質はどうなるのか？という問題ね

Tomo Whitfield: 明らかにアンドロイドだとわかるけど、それが泣いている。単にそうプログラミングされているだけ？それとも、悲しんでる？

kichiko Viper: うん

Tomo Whitfield: そういうのは、わからないよね

Tomo Whitfield: そういうときに、本質というのを知りたくなるのかなと思ったりした

kichiko Viper: まぁわけわかんない世界になるから秩序づけたくなるだろうねｗ

electrolab Kayo: ｗｗ

Tomo Whitfield: アバターだって、アバターが泣いてても、それを操作してる中の人は笑ってるかもしれないしｗ

Haruka McMahon: ｗ

kichiko Viper: 実際、映画や小説では良く描かれるね、サイバーパンクな世界として。

electrolab Kayo: でも、人格はプログラムじゃないですよねｗｗ

panda Kidd: SFの設定では、それこそブレードランナーでもそうですが「自分は本当に人間なのか、この記憶は真実か」って人気テーマですよね

Nada Altney: ですね

Tomo Whitfield: 人格はプログラムじゃないんだけど、アンドロイドの場合は、プログラムで動いてるから、難しくなるんです

Tomo Whitfield: そうそう。人間も、DNAでプログラムされてるだけかもしれないし

electrolab Kayo: 脳波も、電気信号？？

kichiko Viper: ２度目の質問が大事

Hose Pera: ワレラレハ、ロボットダ

kichiko Viper: うん

electrolab Kayo: ｗｗ

kichiko Viper: １つめは結構、ネタ。

kichiko Viper: そっか

panda Kidd: ｗ

kichiko Viper: わかりましたー

kichiko Viper: 次回きます。

electrolab Kayo: ｗｗ

panda Kidd: ありがとうございました

panda Kidd: そうですね、じゃぁ次回への宿題ということもあったので

marube Oh: 中締めの時間ですね。

panda Kidd: 次回のご案内を・・・。

Tomo Whitfield: 真実と事実という話があったのですけど

panda Kidd: このお話は、二回構成で、次回がございます

Hose Pera: では、おやすみなさい

panda Kidd: １０月６日に第2回、井筒俊彦さんの『意識と本質』を参考に、東洋の本質論について考え、洋の東西での捉え方の違いと現在の世界情勢について考察すると伺っております。

panda Kidd: 場所は、同じくここで、時間は２２時から

Hiroshi Kumaki: はい。

electrolab Kayo: は〜い☆
panda Kidd: ぜひ、またご参加いただけますよう、みなさんお願いいたします。それから、

electrolab Kayo: おつかれさまでした〜
panda Kidd: キラカフェは毎週ございまして、来週は・・・

Hiroshi Kumaki: おつかれさまー

panda Kidd: アメリカ在住で日本語教師をされ、SL内でもAccura Kurosawaというお名前で英語教室や国際交流の場をつくられている

Tomo Whitfield: 事実と真実の違いって、社会的な側面をどうしても連想しちゃうんです。

panda Kidd: 池島淳二さんをお迎えして、国際交流と日本人　というテーマでお話を伺います。

electrolab Kayo: おお〜☆
panda Kidd: 長年海外で生活されてきた池島さんが考える「言葉の壁にとどまらず、異文化の壁も日本人にとっての厚い壁」

について、またその克服について

Tomo Whitfield: 本質についても、そういう側面での話しもありますでしょうか

kichiko Viper: ほーそれもおもしろそうだ。

panda Kidd: お話をいただきます。よろしくお願いいたします。

panda Kidd: それから・・・

Nada Altney: 楽しみです

Tomo Whitfield: って、終わっちゃったかｗ

panda Kidd: 火曜日のキラカフェは、比較的コンテンツ・テーマ主導で行っておりますが、

panda Kidd: 水曜日２１時から、フリートークの「キラカフェ増刊号：ハッピーアワー」というのを始めます

panda Kidd: 第1回目は、明日の２１時からでして、

Hiroshi Kumaki: あはは。

Hiroshi Kumaki: お酒が出るのかな。ｗ

kichimaru Haystack: いいですね

Haruka McMahon: ｗｗ

electrolab Kayo: ｗｗ

panda Kidd: 「最近、こんなの気になっている」とか「この火曜日の話でさ・・・」とか「来週って・・・」とか

Nada Altney: お酒は自前でｗ

Hiroshi Kumaki: そか。ｗ

Almond Andel: バーカウンターにありますよｗ

Almond Andel: ビール

Haruka McMahon: すごく行きたいけど別イベントが＞＜

panda Kidd: 「こんな本読んだよ」とか、ざっくばらんに話す場を提供して、人と人との繋がりの機会になれたらと思います

Almond Andel: コーヒー、ワインも

Hiroshi Kumaki: ｗ

Nada Altney: はい＾＾

panda Kidd: 時間は、前述しましたが、２１時からです。普段の２２時より、ちょっと早いです。

electrolab Kayo: ＾＾

panda Kidd: kirajapanの運営メンバーの誰かひとり・・・主に私ですが、は、必ずいますので

panda Kidd: ぜひ、お気軽にお立ち寄りくださいー

Nada Altney: はい

kichimaru Haystack: ほーい

electrolab Kayo: は〜い☆
panda Kidd: ということで、今週はここで中締めさせていただきます。

panda Kidd: 本日はありがとうございましたー

kichiko Viper: ありがとー

Nada Altney: ありがとうございました

electrolab Kayo: ぱちぱちぱち〜☆
Hiroshi Kumaki: ありがとうございました。

marube Oh: ぱちぱち

Hiroshi Kumaki: えーと

Almond Andel: ありがとうございました

Monyo Kararan: ありがとうございましたー

Tomo Whitfield: ぱちぱちぱちぱち～

panda Kidd: あっ、kirajapanサイトあるからよろしく

kichimaru Haystack: ありがとうございました

Hiroshi Kumaki: ともさんの質問についてですが、

caz Quar: ありがとうございました＾＾

panda Kidd: http://kirajapan.org

Yan Lauria: ありがとうございました

Haruka McMahon: ありがとうございましたー

Naoyuki Mertel: ありがとうございましたー

leila Roxley: ありがとうございましたー＾＾

caz Quar: また次回楽しみにしています＾＾

panda Kidd: 最新情報はメールでも受け取れます：

http://groups.google.co.jp/group/kirajapan

Hiroshi Kumaki: 社会学的な側面の話もできればなんですが

panda Kidd: (

Hiroshi Kumaki: あまりに話が複雑になるので

electrolab Kayo: ﾉｼ

panda Kidd: （この場所は、まだ使っていられるので、どうぞ続けてご利用くださいｗ）

Hiroshi Kumaki: 一応思想史的側面からをまずお話したいと考えてます。

Hiroshi Kumaki: 時間ある限り

Yan Lauria: （じゃ、そろそろ、おいとましますね）

Hiroshi Kumaki: そこから敷延した話ができればと

kichimaru Haystack: おちかれー

Haruka McMahon: おつかれさまでしたー ﾉｼ

Tomo Whitfield: 真実と事実の違いについて、私が説明するとき、私が例として出すことがあるんです。

Hiroshi Kumaki: はーい

kichimaru Haystack: またねー

marube Oh: （ではわたしも）

Almond Andel: おつかれさまでした

Nada Altney: おつかれさまでした

Hiroshi Kumaki: ありがとうございましたー

Hiroshi Kumaki: ええ

Naoyuki Mertel: （それでは失礼します～＾＾）

Tomo Whitfield: それは、実に社会的な面からの違いで

Hiroshi Kumaki: ええ

Hiroshi Kumaki: おつかれさまー

Tomo Whitfield: アメリカに、ＫＩＳＳというバンドがあります。そのリードギターの、エース・フレーリーという人は、実に女性的な印象で

leila Roxley: お疲れ様でした～＾＾

JG Rodenberger: 現代で、なんとかの本質は〜とかいうときの「本質」という言葉とだいぶ意味がずれてるような気がしますね
Monyo Kararan: おつかれさまでしたー＾＾ではー

Haruka McMahon: おつかれさまー

Tomo Whitfield: その人だけ、ボーカルをやっていないことから、「エースは女だ」という噂が広まったことがあったんです。

Nada Altney: へぇ

Hiroshi Kumaki: なるほど

Hiroshi Kumaki: そうですね＞JGさん

Tomo Whitfield: 一時的なことですが、それは、かなり広まっていて、

Tomo Whitfield: もし、それが、全人類に信じられていたら、それは、事実になりますよね

Tomo Whitfield: ところが、その人は、脱退して、メイクや衣装を脱いだとき、完全に、オッサンだったｗ

JG Rodenberger: 語源からさぐっていくと、かなり私たちはあやふやな使い方をしてるのかもしれませんね

Tomo Whitfield: それが真実であるとｗ

Tomo Whitfield: つまり、「認識」ですよね

kichimaru Haystack: 信じるという事と・・ある、という事はちょっと違うような気がする

Hiroshi Kumaki: うむ

Tomo Whitfield: もしかして、本質も、そういう部分があるのかなと、思ったりするんです

Nada Altney: そですね

Nada Altney: 事実、本質、真実

Hiroshi Kumaki: 事実というのは

Nada Altney: 使い分けが難しい

kichiko Viper: 現実は人々の信念によって構成される。というのは本質かもしれませんね。

kichimaru Haystack: うんうん

Hiroshi Kumaki: 例えば歴史的事実、信仰的事実というのがあります。

Tomo Whitfield: うんうん

Tomo Whitfield: １９９９年７月に人類が破滅するとかいう、信仰的事実とかｗ

Hiroshi Kumaki: 人が信じていること自体が事実であり得るし

kichimaru Haystack: しかし事実は蓋然性で決まる事もある

Hiroshi Kumaki: 人は真実とか

Hiroshi Kumaki: だからこそ

Hiroshi Kumaki: 本質とかを知りたがるのではないでしょうか

JG Rodenberger: それはおこらんかったから、事実ではないのでは？どうなんでしょうか

Hiroshi Kumaki: 信じてること、ではなくて

Hiroshi Kumaki: 本当は何であるのか、を

kichimaru Haystack: 本質と真実は近いのですか？

Hiroshi Kumaki: 今

Almond Andel: 本当は何であるのか、は

Hiroshi Kumaki: 信仰的事実という表現を使いましたが、

Almond Andel: いったいなになんでしょうね

panda Kidd: 面白い質問だけれど、答えの捉え方によって、難しそうな質問ｗ

JG Rodenberger: 信仰的事実って過去に向かうようなニュアンスを感じる

JG Rodenberger: 予測できない

Haruka McMahon: うーん

Hiroshi Kumaki: 例えば、出エジプトで追っ手が迫ってる時に

Hiroshi Kumaki: 海が割れるシーンありますね

Hiroshi Kumaki: あれ、

Hiroshi Kumaki: 信仰的には事実なんですよ

Hiroshi Kumaki: だけど

panda Kidd: モーゼの必殺技炸裂。

kichimaru Haystack: 地中海の地震説が出てますね

Hiroshi Kumaki: 勿論客観的にはそんなことはあり得ない。

Haruka McMahon: ｗｗ

kichiko Viper: 認識しないと、事実にならないんだよ。起こっても、おこらなくても＞JGさん

Hiroshi Kumaki: ただ、

Hiroshi Kumaki: 不思議な力が働いて

Hiroshi Kumaki: 彼らが逃げ伸びることができたのは事実ですね

Tomo Whitfield: 信仰的事実として、「定説」って言いまくってる老人の教祖が捕まったことありましたよね。死体をどうにかして放置すると、生き返るっていう。ああいうのが、信仰的事実でしょうかね？

Hiroshi Kumaki: 人が信じているものと

Hiroshi Kumaki: 実際にあったことの間には

kichimaru Haystack: 信じてるってのが・・事実では

panda Kidd: まぁ、あんまりカルトを宗教の代名詞にするのも、他のひとに悪いよｗ

Hiroshi Kumaki: 関係あるものもあるでしょうね

kichiko Viper: たとえば、プラシーボ効果ってあるよね。実際はただのブドウ糖でも患者に「これは新薬の抗がん剤だ！」といって注射したらガンが治るとか。

Hiroshi Kumaki: そうそう。

Tomo Whitfield: うんうん

Anya Heberle: ^^

kichiko Viper: 人々がどういう風に、認識しているか？で身体および社会としての現実に与える影響は大きい。そういうことを加味した上での本質でしょうね。

Hiroshi Kumaki: 信じるというのは

Hiroshi Kumaki: 不思議なものですよね

JG Rodenberger: 本当はおこらなかったけど、おこったと認識していたらその人にとっては事実ってこと？

Hiroshi Kumaki: ですね

panda Kidd: Harukaさんの脳科学の話にもあった、環境の問題も大きく加味されますね

Hiroshi Kumaki: そうです。

Hiroshi Kumaki: ＞JGさん

Haruka McMahon: ふむむ

Hiroshi Kumaki: それでさっきのアンドロイドの話に。ｗ

Haruka McMahon: チューリングテストですねｗ

Hiroshi Kumaki: そのうち

Nada Altney: ばれなければ一緒ですねｗ

Hiroshi Kumaki: チューリングテストをパスするような精巧なアンドロイドできるでしょう。

Haruka McMahon: 「人口無脳」っていうお遊びプログラムがあるんですが

Hiroshi Kumaki: おお

Nada Altney: ありますね

kichimaru Haystack: へー

Haruka McMahon: チャットなんかで会話に交じって

Tomo Whitfield: ありましたね～ｗ

panda Kidd: なつかしいｗ

Haruka McMahon: プログラムがそれっぽい発言をする

Hiroshi Kumaki: あれか

Haruka McMahon: あれも、知らない人は誰かがいたずら発言してるのかと

Haruka McMahon: 間違えたりしますね

Hiroshi Kumaki: うんうん

Tomo Whitfield: ですね～

Haruka McMahon: それと、無脳だってわかっている場合でも

Haruka McMahon: 仕事中にこっそりアクセスしに行って、無脳ボットに

Haruka McMahon: 「こんなところでサボってていいの？」なんて偶然言われて

kichimaru Haystack: はは

Haruka McMahon: なんか見透かされてるんじゃないかという気分になったりｗ

Hiroshi Kumaki: あはは

Tomo Whitfield: 人口無能に、卑猥な言葉を教えまくって、そのチャットを閉鎖に追い込むとか、流行りましたねｗ

Hiroshi Kumaki: そなんだ。＠＠

Nada Altney: 学習機能があったんでかｗ

Nada Altney: ですか

Tomo Whitfield: 単語だけ覚えたりするからｗ

Haruka McMahon: 言葉を覚えさせられるんですよ

Hiroshi Kumaki: なるほどね

kichimaru Haystack: あの、みなさん

Hiroshi Kumaki: はい

kichimaru Haystack: 時間なんで、此れで失礼

Hiroshi Kumaki: はーい

Haruka McMahon: おつかれさまでしたー

Almond Andel: はい

Tomo Whitfield: おつかれさまでした～

kichimaru Haystack: どうもありがとうございました

Almond Andel: おつかれさまでした

Hiroshi Kumaki: また次回よろしくお願いします。

panda Kidd: はい、お疲れ様でした、また・・・良かったら、明日の２１時から会いましょうｗ

kichimaru Haystack: 難しかったです

Hiroshi Kumaki: おつかれさまでしたー。

kichimaru Haystack: はい

Nada Altney: おつかれさまです

kichimaru Haystack: また

leila Roxley: お疲れ様でした～

Tomo Whitfield: 21時だと、帰ってきてると思うけど・・・・家事してると思う～　(^^;

Hiroshi Kumaki: うん。

Hiroshi Kumaki: 微妙なじかんですね。ｗ

panda Kidd: まぁ、家事しながらでも大丈夫な、ゆるい感じになるかと思いますｗ

Tomo Whitfield: ね～ｗ

Hiroshi Kumaki: はい。

Almond Andel: 毎週あるので

Almond Andel: 都合のつくときに

Almond Andel: ｗ

Hiroshi Kumaki: なるほど

panda Kidd: はい、毎週水曜日２１時からやりますので、お気軽にー

Hiroshi Kumaki: では

Hiroshi Kumaki: 今日はこんなところでしょうか

Almond Andel: ほんとうに

panda Kidd: そうですね、お疲れ様でした

Almond Andel: おつかれさまでｓちあ

JG Rodenberger: なごりおしいね

Hiroshi Kumaki: いえいえー

Hiroshi Kumaki: アーモンドさんこそお疲れ様でしたー

Almond Andel: とても、触発される

Almond Andel: お話でした

Haruka McMahon: おつかれさまでした。ありがとうございました

Almond Andel: ｗ

JG Rodenberger: まだいろいろ考え中。。。

Nada Altney: ありがとうございます

Tomo Whitfield: おつかれさまでした～～～

Hiroshi Kumaki: こちらこそありがとうございます。

JG Rodenberger: きょうはどうもありがとうございました

panda Kidd: とても面白かった、次回にもすごく期待です

Hiroshi Kumaki: 次が大変。ｗ

panda Kidd: ｗ

JG Rodenberger: また来月お願いいたします

Hiroshi Kumaki: 深い話になりそうで。ｗ

Haruka McMahon: 楽しみにしてます＾＾

Nada Altney: 次回も楽しみです

Almond Andel: ｗ

Hiroshi Kumaki: よろしくお願いします。ｗ

Haruka McMahon: 今日のお話聞いてて思い出したのが

Haruka McMahon: 夢枕獏の「陰陽師」なんです

Nada Altney: ほー

Haruka McMahon: あの中で、晴明が繰り返し語る

Haruka McMahon: 「名」とは「呪（しゅ）」であるという

Haruka McMahon: フレーズがあるんですが

Nada Altney: ああ

Hiroshi Kumaki: ああ

leila Roxley: ほおお

Tomo Whitfield: 呪（しゅ）って、呪い？

Haruka McMahon: 呪いというよりは

Hiroshi Kumaki: 呪い、というのともまた違いますが、、、

Almond Andel: 古事記にもありますね。

Nada Altney: そうなんだ

Haruka McMahon: なんていったらいいのか……難しいですね

Almond Andel: 悪霊に満ちていた世界を

Almond Andel: 生

Hiroshi Kumaki: もともとは

Almond Andel: 名前をつけつことによって

Hiroshi Kumaki: 言葉は音であり、

Almond Andel: 悪霊をとじこめていった

Almond Andel: という

Hiroshi Kumaki: 音は空間に作用し、現実を動かしますから

Tomo Whitfield: 修羅呪呪呪～♪（しゅらしゅしゅしゅ～♪）

Hiroshi Kumaki: 言葉を発することが現実を動かしていったというのが

Hiroshi Kumaki: 日本の伝統なんです。

Hiroshi Kumaki: なので、

Tomo Whitfield: ほう

Hiroshi Kumaki: 例えば

Nada Altney: 言霊ですか？

Hiroshi Kumaki: 人の名を呼ぶということは

Hiroshi Kumaki: その人を動かすことになるわけです。

Almond Andel: ことばは、木霊からきてるんですよ

Haruka McMahon: そうですね、言霊に近いかも

Hiroshi Kumaki: そう、言霊ですね

Hiroshi Kumaki: そこで

Hiroshi Kumaki: 昔は名前を教えないわけです

Hiroshi Kumaki: 一番有名なのが天皇ですが

Almond Andel: え、と、

Hiroshi Kumaki: 女の人を口説く時、

Hiroshi Kumaki: 万葉集にあるように

Almond Andel: pandaとわたしはこれにて失礼します

Almond Andel: ちょっと打ち合わせがあるそうなので

Hiroshi Kumaki: 名前を教えて下さい、なんですね

Hiroshi Kumaki: はーい。

Haruka McMahon: おつかれさまでしたー

Tomo Whitfield: おつかれさまでした～。ありがとうございました～

Hiroshi Kumaki: お疲れ様でしたー

Almond Andel: ひろしさん、おつかれさま

leila Roxley: お疲れ様です～

Almond Andel: ありがとうございました

Hiroshi Kumaki: いえいえー

Almond Andel: みなさんも、また、来週！

Nada Altney: おつかれさまでした

Nada Altney: はい

Nada Altney: では失礼します

Hiroshi Kumaki: また来週です。ｗ
